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2007年12月2日 待降節第1主日(Ａ年)

　今日から私たちはイエスの誕生日を迎えるための心の準備期間に入ります。あな
たは人生についてどのようなイメージを持っていますか？暗く、否定的で、悲観的
ですか？それとも、暖かさと光にあふれた面白い旅でしょうか？　「暗い」と答え
た方は、人生とは単なる四季のうつろい、仕事に明け暮れ、盆と正月だけに短い休
みをとり、また仕事に戻るという無限の繰り返しだと言います。それでは味気も面
白みもありません。喜びもとても少ないものでしょう。
　イエスと聖書は私たちにとても異なったイメージを示してくださっています。今
日のイザヤの予言の中に「主の山を登り、ヤコブの神の家に行こう。主はわたした
ちに道を示される。わたしたちはその道を歩もう。」とあります。この言葉の意味
は、私たちがありのままの姿で、山の頂上にいらっしゃる神と出会い、そして神の
存在により、私たちは希望と平和の光を感じることができる、ということです。
　そこで今週、私たちも祈りの中で、どこに光が必要なのか考えてみましょう。私
たちの心の中で、神の光を必要としている「闇」とは何でしょうか？
イエスの光が必要としている闇は例えば、他人に対する怒り、不平不満、許しの
に心の欠如、あるいは中毒になるまでやめられなくなっていること（テレビ、イン
ターネット、お酒、薬物、あるいは携帯電話や買い物など）様々でしょう。
?
　　神の温かい助けの中で、祈りを通じてあなたの心の「闇」を理解できたなら
ば、イエスが約束してくださった、暖かさと光を頼みましょう。この暖かさと光を
待つ心こそが、私たちの教会がいう「待降節」が意味していることなのです。私た
ちは空虚な気持ちでただ待つのではありません。神は必ず道を示してくださるとい
う確信を持って待つのです。
　　「主の山に登ろう。」　これは祈りを通して神に出会う道筋です。
　　「主はわたしたちに道を示してくださいます。」（これは私たちの確かな希望
です。）
　　「主の光の中に歩みましょう。」

2007年12月9日 待降節第2主日(Ａ年)

　あなたは苦しみの淵に沈んでしまったことがありますか？人から抑圧されたり、
いじめられたことは？見捨てられて一人ぼっちになってしまったこと、裏切られた
こと、そして何もかも望みがなくなったように思えたことはありませんか？
　もしそのような気持ちになったときには今日の聖書朗読にある、ローマ人への手
紙とイザヤの預言を読んでみてください。たとえ過去の話であっても、聖書で語ら
れる時には、私たちに慰めと励まし、そして希望を与えるのだ、と聖パウロはロー
マ人への手紙の中で言っています。事柄は過去のことでも、神は今日も同じように
私たちに対してふるまっているのです。そういう意味で、聖書は「永遠の現在形」
で書かれているのです。イザヤの預言をみてみましょう。イザヤ書の７�１２章ま
ではイマニュエルの書とよばれています。イマニュエルはヘブライ語で「神は私た
ちと共にいる」という意味です。イザヤの時代、人々は苦しみに沈んでいました。
シリア軍に抑圧され、同盟軍もなく、見捨てられたと感じていました。そして、
彼らの神さえも、見捨ててしまったと思えたのです。なにもかも駄目なようでし
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た。そのような時、イザヤは詩的なイメージを用いて、当時の民衆（そして現在の
私たち）に対して、語りかけています。神を信じよ、神は私たちと共にいる（イマ
ニュエル）、と。神は不可能に思えることすら行うことができます。天敵である狼
と羊、獅子と牛が仲良く草を食むなどは不可能です。これは不可能なことを詩的に
表現したもので、詩を読むのと同じように字句通りとるべきではなく、私たちは
この裏のメッセージを知らなくてはなりません。その意味は、神は私たちとともに
いる、ということです。そして聖パウロは「私たちの傍らに神は立っておられるの
で、私たちは何を恐れる必要があるのでしょう」（ローマ８：３１）と言っていま
す。
　私たちキリスト教徒は、人間となった神をイザヤの預言を究極的に実現したとと
らえています。とても深い意味で、イエスは私たち人間とともにいる神であるので
す。なぜならば神ご自身が痛み、排斥されること、裏切られること、寂しさなど人
間であることからくる苦しみをご経験されたからなのです。
　
この待降節に、聖書をひらき、キリストの受難の部分や、ルカによる福音書第１５
章（放蕩息子への父の愛）、あるいはヨハネによる福音書第15章（葡萄と枝、私は
あなたを友と呼ぶ）、あるいはマタイによる福音書１４章２２節以降（ペテロの嘆
き）などをよんでみてはいかがでしょうか。
　希望を持ちましょう!　勇気を奮い立たせましょう！
　あなたが今どのように感じていらっしゃっても、神はあなたと共にいるのです。

2007年12月23日 待降節第4主日(Ａ年)

クリスマスの本当の意味を考えてみましょう。
神は天の栄光をわきに置き、私たちとまったく同じ人間となられました。このこと
で、神は私たちと共にいるということを、完全な形でお示しになったのです。
神はヨゼフとマリアに、この子供の名前は「イエス」であると告げられました。こ
の「イエス」という名前は、クリスマスの意味となぜ神が人間となったかの理由を
教えてくれます。「イエス」という名前は、「神は助ける」という意味です。
さて、自分自身を振り返り、私たちはどんな救いを必要としているか、自問してみ
ましょう。
心の隅に暗い部分がありますか？あるのであれば、救いが必要です。
何か恐れがありますか？　病がありますか？　許すことができない人がいますか？
弱さや、ぬけられない悪い癖がありますか？　虚弱な部分がありますか？　もしあ
れば、救いを必要としています。
もしそうであれば、救い主であるイエス、人間を救うために地上に来られたイエス
を必要としています。「私のもとに来なさい」とイエスは言っているのです。
預言者によってあたえられた別名は「インマヌエル」、「神は私たちと共にいる」
という意味です。神が人間となられた２０００年前の時から、神はととても特別な
形で私たちと共にいます。神は人間の弱さをご自身で経験されたのです。神は私
たちとともに私たちの人生を共に歩んでくださいます。人間の弱さを理解してく
ださいます。日常の仕事の際にも共にいてくださいます。私たちが孤独に沈む時、
苦しみや恐れ・不安にさいなまされている時にも共にいてくださいます。神は生き
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ている声で私たちにこう言ってくださるのです。「恐れるな、私はあなたと共にい
る。」
神であるイエスは私たちと同じ人間であることを経験しましたので、イエスは私た
ちにとって、祈りのなかでとても近づき易い方なのです。
クリスマスのメッセージはここにあります。
イエスは私たちを救ってくださいます。（自分が必要としている救いをならべてみ
ましょう。）
イエスは私たちとともにいてくださり、人生の旅路をともに歩んでくださいます。
Jesus is with us, beside us, walking life’s journey with us.
He says:”Fear not I am with you” (Ponder this).

2008年1月13日 主の洗礼(Ａ年)

すべての聖書朗読のなかで私たちにとって最も慰め深い部分は、「恐れるな、わた
しはあなたと共にいる」でしょう。この言葉は私たちひとりひとりにとって、とて
も深い意味を持っています。その意味とは何でしょうか。
そこで、たとえ話のように聞こえる、実際の出来事をお話しましょう。
今のハンセン氏病、当時らい病と呼ばれ恐れられた病は１８５３年にハワイにやっ
てきました。ハワイの施政者達は罹患者達すべてをモロカイという離れ島に隔離し
ました。家族から切り離され、罹患者達は終身流刑になったのです。病気からくる
苦しみ以上に、社会から隔離されてしまったという心の傷の痛みのほうが大きなも
のでした。隔離され、孤独に苦しみ、人々から恐れられ、モロカイ島に隔離された
人々の人生は惨めなものでした。
こうした中、ダミアンという神父が1873年に政府と教会にかけあい、隔離者たちの
司牧者としてモロカイ島に行くことになりました。罹患者たちのいくばくかは神父
を受け入れましたが、他の者は受け入れませんでした。ダミアン神父は罹患者のた
めに献身的な努力を続けますが、10年後自分自身もハンセン氏病に罹患してしまい
ます。その時になって初めて、全罹患者達は「ダミアン神父は私たちと一緒だ」
「ダミアン神父は私たちの苦しみを真に理解してくれる兄弟だ」と言い始めたので
す。
神の子であるイエスは神である栄光をわきに置き、人間の体と心と魂を持たれまし
た。このイエスは洗者ヨハネから洗礼を受けるべく会いに行きます。イエスの神性
を悟ったヨハネが驚いて「いえ、私が授ける洗礼は原罪を持つ者のためのもので
す。あなたには原罪はありません」と言いました。しかしイエスは洗礼を望んだの
です。確かに神であるイエスには原罪は無いのですが、イエスは私たち罪深い人間
と同じ側に立つことを望まれたのです。イエスは私たちの仲間なのです。イエスは
人間としての限界、弱さを、１００％人間として（それでもなお１００％神でもあ
るのですが）経験されたのです。彼は人間としての苦しみを経験したので、はかな
い私たち人間の心の苦しみを完全に理解しているのです。イエスは私たちの友人、
兄弟なのです。
イエスは今日も聖書朗読を通して、生きている声で語りかけます。
「恐れるな。私はあなたと共にいる。わたしはあなたを友人と呼ぶ。」
この呼びかけに応え、友人であるイエスに語りかけましょう。
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2008年1月20日 年間第2主日(Ａ年)

今日朗読されたイザヤ書の中の一節を、私は特に強調したいと思います。それはイ
ザヤ49章５節、「私の神は私の力」です。
まず、最初の言葉「私の神」についてです。神とは誰、神とはどんなものでしょ
う。
神は優しく、思いやりがあり、愛情深い父親（アッバ）です。
神は私を、神が特別に愛する子供として、面倒をみてくれます。
そう、私たち一人ひとり皆わけへだてなく、このように言うことができるのです。
この真実が私たちを自由にしてくれるのです。
神は私たちの私たちのすべての欠点を知っており、そのうえで私たちを愛してくだ
さいます。
神は私たちを、私たちの弱さにもかかわらず愛してくださるのではなく、私たちが
弱いからこそ愛してくださるのです。
神の愛は無条件のものです。
では次の言葉、「私の力」を見てみましょう。実際のところ、私たちに力を与えて
くれるのは神なのです。この力を受け取るために私たちは
まず最初に私たちの弱さを認めなければなりません。私たちは私たち自身の力だけ
では人生の道を歩んでいくことはできないのです。
さあ、謙虚に私たちは神の力が必要だと認めましょう。もしそうしなければ、わた
したちのつまらないプライドによって神の力が私たちに届かなくなってしまうので
す。
神は喜んで私たちに力をお与えになります。神の力は私たちに勇気と忍耐力を与え
てくださいます。
この「私の神は私の力」という言葉は、旧約、新約の両聖書にしばしば現れます。
旧約聖書にでてくる人物達はみな自分たちが弱く、神が望むとおりに行動できない
と言って
います。アブラハム、モーゼ、ギデオン、イザヤ、エレミヤ、エゼキエル、みなそ
うでした。
新約聖書では、イエスはこう言っています。「わたしはあなたと共にいる。」これ
は、イエスは私たちのそばにおり、私たちが人生を歩むのに力を与えてくださる、
というこ
とです。イエスは「私から離れたら、あなたは何もできません。」とも言っていま
す。イエスは聖パウロとそして私たち一人ひとりに、「あなたが弱っているとき、
私はあな
たの力となる。」（第２コリント12章）と言っています。
今週、この言葉を何度も思い出し、よく考えてみましょう。
私の神は私の力。

2008年2月3日 年間第4主日(Ａ年)

　今日の福音はイエスの山上の垂訓と真福八端です。これらは私達の人生の生き方
で あるイエスの示された道を歩む上で必要な、心の持ち方を示しています。
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　以前私は「心の貧しい」ということの聖書的な深い意味を、結局は神の助け に全
面的に頼ること、と説明いたしました。
　今日は他の真福、「心の清い人々は幸いです。なぜなら、彼らは神を見るでしょ
う。」
についてお話します。ここでいう「心の清い」とはどういう意味でしょうか。
元のギリシア語では「清い」とは「カタロス」という言葉で、混ざり物のない 絶対
的に純粋な、という意味です。例えば、私の机の上には二つの日本の文鎮が ありま
す。ひとつは鉄と銅の合金で銀メッキがしてあります。もうひとつは 100%鉄ででき
ています。合金のものは、きれいですが、「純粋」ではありませ ん。鉄製のものは
「純粋」です。だからといって、これらの違いが実際どのような意 味をもつので
しょうか？
　それと同じくらいこの真福はよく理解されていないと私は思います。単に、性的
な 分野に限定して「清い」と思われているかのようです。この意味はもっと、もっ
と広 い意味があり、私達にとって挑戦的でありまた励ましてくれるものでもありま
す。
　この意味はまず100%私達の心を神に捧げるという意味です。お祈りの時だけでな
く、日曜日だけでなく、日常のいかなる時にも、イエスのようになろうとし、イエ
ス とともにいることです。平日もクリスチャンでいる、ということでもあります。
もっとひらたく言えば、優しく思慮深く、人の考えを受け入れ、他人に寛容であ
り、 学業、家業、仕事など自分の務めにベストを尽くし、正直であること、などに
なりま す。
一言でいえば、100%キリストのような純粋な心、お金や世渡りや名声など世俗的な
価 値に混ざらない純粋な心でいる、ということです。
　これを実践するには私達は絶対に祈らなければなりません。神と繋がっていれ
ば、 神の力により、私達は純粋（カタロス）であり続けることができるのです。そ
してそ の時、私達は神を見ることができ、私達の日常においていつも神がともにい
てくださる ことを実感できるのです。

2008年2月10日 四旬節第１主日(Ａ年)

今年もまた四旬節がやってまいりました。(今年は特に、１９１３年以来の早い日付
の灰の水曜日と復活祭です。)　　大昔の灰のお祈りは、「罪から私を遠ざけ、福音
に忠実であるようにしてください。」というものでした。
これらの言葉は聖書学的な背景を知ってから理解する必要があります。
例えばここでいう「罪」とは「的をはずしてしまった」ということです。私たちは
的を狙いますが、うまくいかず、はずしてしまうのです。
四旬節では的をはずしてしまったことを認め、またやり直すのです。
「福音」はイエスを通して伝えられた神からの嬉しい知らせです。この、イエスの
知らせのもっとも核心の部分は、「神は愛である」ということです。
そうなのです。これはイエスの一生と教えの集約であり、中心なのです。それはま
ことに良い、嬉しい知らせなのです。神は私を愛してくださるのです。
神は私を愛してくださる…この言葉の深い意味を静かに味わってみましょう。
神： 私たち人間を造られた神は愛、同情、理解、そして憐みをもって私たちに接し
てくださいます。
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私： 私は弱く、はかない存在です。決心はしますが、それを破ってしまいます。
もっと敬虔になるよう神に誓いますが、うまくいきません。神はそのような、ある
べき姿の私でなく、ありのままの私を受け入れてくださいます。
愛： 神は私たち人間の弱さを何から何まで知っておられ、そして常にありのままの
私を愛してくださいます。これが本当の愛です。
今日の聖書では神が人間を創造し、そして人間が神の力と智慧に頼ることを拒んだ
くだりが話されています。しかし、神は愛であり、寛大で憐み深い（詩篇５１）の
です。神は御ひとり子イエス、神であり人であるイエスを世に遣わされました。真
の人間としてイエスは実際の誘惑に苦しみました。ですから、人間の弱さに苦しむ
私たちは信頼をもって、同じ苦しみを経験された神に頼ることができるのです。
四旬節の特別な努めとして、５分間沈黙のうちにお祈りを捧げましょう。たとえ
ば、「神は私を愛してくださる」ことを思い出し、その意味を味わい、かみしめて
みましょう。
これこそが、あなたを自由にしてくれる真実なのです。

2008年2月17日 四旬節第2主日(Ａ年)

日本の小説家遠藤周作の著書に「私にとって神とは」というものがあります。この
本の中で、遠藤周作は自身の信仰の歩みを振り返り、そのうえでなぜ依然として神
を信じているかを語っています。遠藤周作は神を、優しく、包容力があり慈悲深い
神であると表現しています。
四旬節の間、私達は自分達自身の信仰をかえりみてみましょう。実際、「私にとっ
て神とは」という問いほど、基本的な問いかけは他にはないでしょう。ここでは、
私が信じる神についてご説明します。
わたしは、目ではみることのできない神様と、イエスの人間性を通して出会ってい
ます。神はイエスの形で人間となられました。福音を読み、人間の形をしたイエス
がどんなに温和で優しく、人々の欠点を受け入れ、温かい心の持ち主であったかを
知って、私は「これこそが真の神の心だ」と言うことができます。ひとりの人間に
すぎない私が目で見ることができない真の神を、人間イエスを通して見る事ができ
るのです。イエスは100%神であり同時に100%人間であったのです。
今日の福音では山の上で神の栄光と光に包まれたイエスが描かれていました。ペト
ロ、ヤコブ、ヨハネの三人の弟子も一緒でした。まもなくこの三人の弟子はゲッセ
マネの園で苦しみの闇に沈む人間イエスを見ることになるのです。
イエスは私達を親しみやすい「おとうちゃん」ともいうべき天の父に導いてくださ
います。イエスは私達を助けるために聖霊の力を送ってくださいます。
人間としてのイエスは、人間としての苦しみや悩みを経験しました。ユダの陰謀に
よりイエスの心は傷つきました。また十字架上で「神よ、どうして私をお見捨てに
なったのですか。」と叫んだように、孤独感も味わいました。このように神はイエ
スの人間性を通して、真に人間であることをすべて経験しています。それゆえ、と
ても近づきやすい神なのです。次のイエスの言葉は、実際、とても深い意味を持っ
ています。
神は私達一人ひとりに言われます。「恐れるな、私はあなたと共にいる。」
これこそが、わたしにとっての神なのです。
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2008年2月24日 四旬節第3主日(Ａ年)

お祈りをしたいと思ったとき、どのようにすれば良いのでしょうか。アビラの聖テ
レジアは、祈りとは「私たちを愛してくださる主イエスとの心と心の会話である」
と表現しています。簡単にいえば、祈りとは親しい友人同士の会話です。（イエス
は「私はあなたを友と呼ぶ」と言っています。）
例として、今日のミサの聖書朗読で出てくる、会話の形態をとった二つの祈りをみ
てみましょう。出エジプト記ではモーゼは、自分の問題と恐れを神にあからさまに
さらけだしています。福音ではイエスが井戸端で女とであった様子が描かれていま
す。イエスは当時のおきてをことごとく破っています。ユダヤ人であるイエスがサ
マリア人に話しかけていますが当時ではありえないことです。しかも父や夫を伴っ
ていない女に話しかけています。しかしイエスはそのサマリアの女の大きな悩みを
理解していました。彼女は結婚に敗れたトラウマに苦しんでおり、誰にも会うこと
のない日中に水を汲みに井戸にやってきたのです。イエスは女に優しく話しかけま
した。自分から水を飲ませてください、と頼むことで女の自尊心に気を使ったので
す。しかし、最も大事な点は、彼女のすべての心配や失敗、欠点も含めて、あるが
ままの彼女を受け入れたのです。これは祈りを行う時に、非常に大事な点です。今
日私たちが祈る時にはこの点を忘れてはなりません。さもなくば、私たちの祈りは
単に口先だけの、心が伴わないものになってしまいます。私たちはいつでもあるが
ままの姿で、神に受け入れられています。自信をもって神に向かいあいましょう。
聖アウグスチヌスは、真の友とは「自分のすべてを知っていて、それでいてなお自
分を愛し受け入れてくれる者」と表現しています。イエスはサマリアの女を友とし
ました。同じようにイエスはあなたを友としたいのです。イエスは今も生きている
声で私たちに語りかけています：「私はあなたを友と呼ぶ」。

2008年3月16日 受難の主日(Ａ年)

今日は受難の主日、聖週間のはじめの日です。イエスの受難と、それが今日に生き
る私達にとってどう意味するかを完全に理解するために、次の２点は非常に重要で
す。
ポイント①：イエスは真のそして唯一の神ですが、一時的にその神性をわきに置い
て、真の、本当の人間になっていました。イエスは部分的に人間になっていたので
はなく、 あなたや私と全く同じような人間であったのです。（今日の聖書朗読、
パウロのフィリピの教会への手紙第２章６�１１節にもそれは書かれています。）
　それゆえ、イエスが経験なさった苦しみは、本物だったのです。
ポイント②：これらすべての恐ろしい苦しみの裏にあるものは、私達一人一人への
愛です。イエスの受難はイエスの愛の証明です。私達一人ひとりが、聖パウロと共
に「イエスは私を愛し、私のためにこの世にお生まれになった。」と言うことがで
きるのです。今日の福音、マタイによる主イエス・キリストの受難（マタイ２７・
１１�５４）を見てみましょう。イエスは、普通の人間と同じように、友人であっ
たユダの裏切りを感じていました。イエスの心は切り刻まれているようでした。さ
らに、イエスが愛した人々は、嫉妬深い指導者に煽動されてイエスのかわりにバラ
バの釈放を要求しました。それはあまりにも不公平、不正、ひどいことでした。こ
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のような裏切りに私達が傷つくように、イエスも傷ついたのです。そして、兵士
が革のムチでイエスを鞭打ち、王冠を模したイバラの冠をかぶせてイエスをあざけ
り、いじめました。そしてイエスにツバをかけ、打ったのです。これらすべての苦
しみの裏にあるのは、あなたと私への愛です。私達に平和、命、そして癒しを与え
てくれた愛、なのです。キレネ人のサイモンが十字架を運ぶイエスを助けました。
同じように、人生の中で苦しみの十字架を運ぶ私達をイエスは助けてくださいま
す。しかし苦しみの中で、イエスは私達と同じような人間的な空虚な思いも感じて
おられました。イエスは御父から御自身に与えられた慰めを感じなかったのです。
心の底から、イエスは「私の父、私の父、どうして私をお見捨てになったのです
か？」と叫んだのです。これらすべての苦しみがはっきりと示しているものは、イ
エスの愛、愛、愛、愛なのです。私達が苦しんでいる時こそ、イエスは私達と共に
います。イエスは私達が苦しんでいる時に共に歩いてくださる（同伴者）のです。

2008年3月30日 復活節第２主日(Ａ年)

今日は「神の慈しみの主日」と呼ばれる日です。この、「神の慈しみ」とは、いっ
たい何でしょうか？　辞書の文言のようにこの言葉を解説しても、あまり意味がな
いでしょう。でも、イエスが示された、慈しみの完璧なお手本をみれば、だんだん
わかるようになります。イエスが人々に示された愛を通して「神の慈しみ」を見る
ことができます。「慈しみ」はヘブライ語の「ケセ」の翻訳です。この言葉は、
愛、約束された愛、慈しみ、思いやり、愛情深い優しさ、などと訳されています。
ここで復活後イエスが示された慈しみ深い愛の例をみてみましょう。
イエスは泣いているマグダラのマリアに会うと、優しく「マリア」と声をかけまし
た。失意にくれて故郷のエマオ村へ戻ろうとしていた二人の弟子に対して、イエス
は優しく慰め、また教えを授けました。また、イエスは自分が決して幽霊ではない
ことを証明するために、わざと揚げた魚の切り身を食べてみせました。ペテロがイ
エスの弟子であることを否定したことをイエスは知っていましたが、そのことにつ
いて怒ろうとはせず、そのかわり「ペテロ、わたしを愛していますか？」と尋ねた
のです。そして今日の福音では、イエスが生きていることを信じられないと言った
弟子トマスが描かれています。復活されたイエスはそのトマスの前に再び現れます
が、イエスはトマスのそのような疑いに理解を示し、怒ったりはしませんでした。
ただ、優しく、思いやり・慈しみ・理解を示されただけでした。
聖書にでてくる、このように優しく、思いやり深いイエスは、この今現在も私たち
と共に生きているのです。祈りを通して、聖書を通して、共同体を通して、聖体拝
領を通して、わたしたちは同じイエスに出会うことができるのです。イエスは、人
間の心の中にある、神の慈しみなのです。
信仰に対して疑いを持つことは、とても自然なことです。英国のニューマン司教は
「疑いなき信仰は死んだも同然です。」と言っています。疑いをもつことこそが、
わたしたちの信仰の意味について深く考えさせ、信仰を強めてくれるというので
す。この意味で、疑いを持ったトマス、そしてその疑いを優しく受け止めたイエス
は、私たちにとって希望を与えてくれます。慈しみにあふれたイエスは、今日、私
たち一人一人に次のように言います。
「疲れた者、重荷を負う者は誰でもわたしのところに来なさい。休ませてあげよ
う。」
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イエスの慈しみを味わいましょう。

2008年4月6日 復活節第3主日(Ａ年)

　今日読まれた福音は私たちの日常生活にとって大切なものです。私たちは人生の
道を旅しています。(福音の二人はエマオへ旅していま
す。）この福音は私たちの日常生活に影響を与える、象徴的な比喩に富んでいま
す。イエスは私たちとともに、人生の道を歩んでくださいま
す。（詩篇１６節の表現を借りれば、同伴者として、共に歩んでくださるので
す。）次に、私たちはイエスを、イエスと認識しているでしょ
うか。そして、わたしたちは自分の悩みや心の痛手をすべてさらけだしているで
しょうか？祈りの中で神に話すときに、自分自身、ありのま
ますべてを見せているでしょうか？それこそが神が望まれていることであり、イエ
スは着飾った、「あるべき」姿などを望まれてはいません
。神はありのままの私をお望みです。もし、悲しかったり傷ついていたりしたら、
そのような私に会いたいと思っておられます。また、もし
幸せであったり、どんなことでもちょっとうまくいってたりしたら、神はそれをと
もに喜びたいと思っていらっしゃいます。
　　イエスは決して自分自身を人に押し付けたりはしません。イエスは、今日の福
音の二人がイエスに「一緒に今夜お泊まりください」とお
願いしたように、私たちの側からの招きを待っておられます。私たちは、このエマ
オへ向かっていた二人がしたように、イエスを招くことが
できるのです。
　　復活後のイエスの生き生きとした描写を通して、福音は祈りとは何であるか、
またどのように祈るべきかということまでも教えてくれま
す。私たちは祈りをとおして、イエスのために時間を使わなければなりません。忙
しい日常ではありますが、短くても静かな祈りの時間をも
ち、いろいろな事柄をイエスと語りあうことが必要です（これが、前述のイエスへ
の招きに相当します）。もしこれを私たちが行えば、私た
ちはよりよい毎日をすごすことができます。なぜでしょう？なぜならば私たちは人
生を一人ぼっちで歩むのではなく、イエスとともに人生を
歩み、イエスがあなたの力と導きになるからです。
　　祈りの雰囲気の中で、福音をひもとき、一節一節をゆっくり読んでみましょ
う。復活したイエスは福音を私たちに説明してくださり、さ
らにその深い意味を教えてくださります。
　　人生を一人ぼっちで歩くのではありません。イエスは今日も生きている声で私
たちに語りかけているのです。
　　「恐れるな。私はあなたと共にいる。」

2008年4月13日 復活節第4主日(Ａ年)

復活節第４主日は「良き牧者の主日」と呼ばれています。イエスは詩篇２３章で次
のように述べご自身が誰であるか示されています。「私は
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良い牧者である。私は羊をそれぞれ名前で呼び、彼らは私の声を聞き分け、私に従
う。」
これに関して今日は、教皇ベネディクト１６世が最近お出しになった書簡「キリス
トの希望について」の一節（第六部）の要旨をご紹介いたします。
「主は私の牧者であって、私には乏しいことがない．．．。私はたとえ死の陰の谷
を歩むとも、わざわいを恐れません。あなたが私と共にお られるからです（詩篇
２３章）。　私たち一人一人は、人間である以上、必ず死を迎えます。死への歩み
は、私たちが一人ぼっちとなり、最 終的に孤独となるかのように見えます。しか
し、それは違います。私たちは死を迎える時も決して一人ぼっちではないのです。
イエスは私た ちのすぐそばにいらっしゃいます。イエスご自身が死の恐怖と寂しさ
を経験し、そして私たち一人一人にこう語りかけてくださるのです。「 恐れるな。
私はあなたと共にいる。」
イエスは死を経験されましたが、死を迎える私たち一人一人につきそうために、復
活を通して戻ってこられたのです。「あなたのむちと、あなたのつえは私を慰めま
す。（詩篇２３章）」
（ここで言う「慰め」の本来の語源が、「励まし」あるいは「力づけ」からきてい
ることを思い出しましょう。）
詩篇２３章は大いなる慰めです。教皇様がおっしゃっているようにそれは「新しい
希望」の源泉です。このホームページをご覧いただいているどなたでも、もし何か
恐れや悲しみにとらわれているのであれば、ゆっくりと祈りの心をもって詩篇２３
章を読みかえしてみてください。
「私は良い牧者。私は私の羊をそれぞれ名前で呼ぶ。」というイエスの言葉を思い
出してください。実に、イエスという門を通って、私たちは新しい希望を見つける
ことができるのです。このような希望を持つことで、私たちの日々の暮らしが活気
に満ちたものになるのです。

2008年4月20日 復活節第5主日(Ａ年)

イエスは「私は真実である」とも「私は教えである」とも言っています。
しかし、私たちはイエスその人よりも、イエスの教えの方を重視しすぎていないで
しょうか。ここで申し上げておきたいことは、イエスの教えや定めは確かに大事で
す。しかし、私たちが人間イエスと真に出会い、イエスを私たちの人生と心に受
け入れない限り、その教えや定めは頭だけの知識、うわべの儀式となってしまいま
す。
イエスを心で受け止め、日々の暮らしに映し出す、このことはキリスト教の核心部
分であります。ペテロが「イエスは私たちの人生のカナメ石」と言っているよう
に、イエスは私たちの日々の暮らしの真の助けとなります。初期教会の信者はこの
ことを「イエスを私の人生の王として受け入れます」と表現していました。
このイエスと出会うために、私たちは福音書を開き、祈りの心をもって聖書を読む
必要があります。今日の福音ではイエスが弟子たちに語りかけています。イエスは
弟子たちの足を洗い、自身の死やペトロやユダによる裏切りを予言します。弟子た
ちは、落胆し、悲しみそして恐れました。イエスにはそれがわかっていました。イ
エスは大変思いやりのある方です。彼は弟子たちを励まします。
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「心悩ますのではない。私は死ぬが、復活してあなた方が人生の目的地である天国
へ無事に行けるよう、共に人生の道を歩むために戻ってくる。」
イエスは、この言葉を、今日この時も、生きている声であなたに語りかけていま
す。この言葉、この励ましを味わいましょう。
「私は真実である」とは、真のキリスト教徒であるためには、私たちは人間イエス
ご自身に会わなければならないということです。
これは、聖書に書かれている優しいイエスについて読み、祈りを通じてイエスに近
づくということです。イエスに語りかけ、共にいることを味わうのです。ぜひ今
週、やってみましょう。

2008年4月27日 復活節第6主日(Ａ年)

「あなたがたの抱いている希望について説明を求める人には、いつでも弁明できる
よう準備していなさい。」（1ペテロ、3-15）　キリスト教信者の希望とは何でしょ
う？　わたしはある女性を思い出します。いまは故人となられたその方は、車椅子
で痛みを堪える毎日でしたが、人に会う時には微笑みを絶やしませんでした。彼女
に会っておしゃべりをすると、わたしはいつも心あたたまる思いをしたものでし
た。ある日、わたしは直接彼女に尋ねました。「爽子(さやこ)さん、なぜあなたは
いつもそんなに楽しそうなのですか？」　彼女の答えは、一生忘れがたいものでし
た。　「イエス様が共にいてくださると信じています。私達はともに毎日を過ごし
ているのです。」　これこそが、真に実在する希望なのです。
キリスト教信者の希望は、その基盤として、「神はあるがままの私を愛してくださ
る」という教えにあります。神は私が善人だから愛してくださるのではなく、ある
がままの弱い私を愛してくださいます。神様が私をおつくりになったからです。
さらに、大衆の中の一人として愛してくださるのではなく、私個人を特別に愛して
くださるのです。「神は私を名前で呼ぶ。神の目には私は値高く、神は私を愛して
くださる。」（イザヤ４３）。
今、私達は人生の旅路において希望をもっています。しかしこの希望は私達の旅の
目的地が明確に理解できれば、さらに強まります。その素晴らしい目的地とは、神
との完全な一致、すなわち「天国」です。
聖書はまるごとすべて神が人間をどのように扱ってきたかという歴史です。この歴
史は続いていて、現代の歴史の中にも神は生き続けています。このことで私達は希
望を持つことができます。
希望は、まったく神からの贈り物であり、私達が作り出すことはできません。それ
を乞い願いましょう。そしてこの贈り物を他の人たちと分かち合いましょう。機会
があればペトロが言ったように神はありのままの私達一人ひとりを愛してくださる
から、私達には希望があるということを人々に伝えましょう。
もしあなたが何かに苦しんでいたり、何もかも絶望的に思えたとき、詩篇22章を読
むことをおすすめします。1-18節で詩篇の書き手は自分自身の苦しみを神にぶつけ
ています。そして19-31節で希望が訪れ、他の人々に神による救いを述べ伝えるよう
になるのです。
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2008年5月4日 主の昇天(Ａ年)

　第2次世界大戦中、ドイツの都市ドレスデンは激しい爆撃を受けました。街は廃墟
と化してしまいました。ある教会は破壊されて瓦礫となりましたが、戦後、信者た
ちはその瓦礫の中から爆撃前に聖堂の外に立っていたキリスト像を見つけ出しまし
た。それはイエスが両手を広げ私たちをあたたかく迎え入れている様子をあらわし
た像でした。像の胴体の損傷はわずかなものでしたが両の手は爆撃によって失われ
てしまったのです。
　信者たちは教会を建て直し、両手を失ったその像を聖堂の外に置きました。像の
土台にはこのように書かれています。
「あなたがたは私の手です」　今日の第一朗読(使徒言行録)でイエスは弟子たち
に、そして今日の私たちにも なたがたは力を受けて地の果てまで私の証人とな
る。!投準逐÷梳Bイエスは、私たちがそれぞれが暮らす社会で、キリストの平和
の道具となるように求めているのです。　例えば、　熱のある人の額に手を当てる
時、それはキリストの平和を伝えるためにイエスの代理としてやっているのです。
私たちはイエスの手です。さらに、苦しみに打ちのめされている人を訪れる時、私
たちはイエスの足です。人を励ますときはイエスの口です。悩み事を聞くときはイ
エスの耳です。
　骨四になる!凍÷凍Bけれども、私たちは自らの能力だけでそのようなことを行う
のではありません。
私たちに託した使命を成し遂げるため、イエスはその強さや力を与えてくださる、
ということを肝に銘じておきましょう。
　イエスは今日も聖書を通して生きている声で私たちに語りかけます。隙ｗ/÷枕I
わりまで、いつもあなたがたと共にいる。!冬B　

2008年5月18日 三位一体　（A年）

　私の持っているカメラでは、写すときにマニュアルで焦点をあわせなければなり
ません。そうしないと、ぼんやりとした画像になってしまいます。同様に、私たち
が神に向かい合う時に、「心の焦点」を合わせる必要があります。さもなければ私
たちの祈りはぼんやりとして霧がかかったようなものになってしまいます。

　さて、ここでいう神と誰でしょうか？　イエスは神は唯一ひとつの神しかいない
と強く言っていますが、その唯一の神は、父と子と聖霊の三つのペルソナからなっ
ているとも言っています。こう言われてみて、ではどう三つに分けたらよいかなど
と難しい神学的算数を始めたりせず、この教え自体がどのような精神に基づいてい
るかをご理解いただきたいと思います。神が三つのペルソナからなる、すなわち三
位一体は神の内面の説明であり、すなわち神秘です。この教えの精神は、神はあな
た自身のために、特別な愛を持っており、その愛と一体となることができるという
ことです。味わってみましょう。

　父である神：私たちは神の愛に包まれた神の子です。神は私たち人間の弱さ、は
かなさをよく知っておられ、ありのままの私たちを受け入れてくださいます。今日
の第一朗読、出エジプト記でユダヤ人は神を拒み、別の神を拝みました。これにも
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かかわらず、「神は憐れみ深く恵みに富む神、忍耐強く、慈しみとまことに満ちた
神である」と書いてあります。

　子である神：人間としてこの世に現れたイエス・キリストのことです。2,000年
前、イエスがどんなに優しく、許しに満ち、親切であったかは聖書にある通りです
が、それは今日、私たち一人一人に対しても全く変わりません。「私はあなたを名
前で呼ぶ。私はあなたと共にいる。」

　聖霊としての神：平和、力、慰めの源泉です。聖霊は私たちの心に暖かさ、導
き、力、つまり一言でいうと「愛」を与えてくれます。 洗礼の際のことばは「父と
子と聖霊の名により私はあなたに洗礼を授けます。」となっていますが、これは、
私たちは神ご自身の暖かさ、庇護、そして親密な交わりに招かれていることを意味
します。この極めて深い意味を理解することができれば、私たちの日常は、喜びに
満ちた日々となるのです。

2008年5月25日　キリストの聖体

　　今日は教会では、ラテン語でコーパス・クリスティ（キリストの聖体）と呼ば
れる特別な祝日です。最後の晩餐でイエスはパンを掲げ、厳粛に「これは私の体で
ある。これを私の記念として行いなさい。」とおっしゃいました。「これは私の体
である。」という言葉は、「これは私自身であり、あなたの心を強める食べ物であ
る。」という意味です。

　　しかし、引き続いてイエスはとても重要な、深遠な意味に満ちたことを言って
います。「これを私の記念として行いなさい。」　この「記念」ということばは聖
書学的には特別な意味を持っています。厳粛にその行為を繰り返すことにより、過
去の行為が現在に再現される、という意味です。（この意味での「記念」はキリス
ト教のみに見られることではありません。たとえば、豪州原住民アボリジニの原始
宗教でも過去の出来事を祝うことによって、そのことが現在の自分たちに再現され
ると信じています。宗教的行事という意味ではカトリックのミサも同様です。最後
の晩餐は現代に生きる私達に再現されるのです。）

　　イエスはミサにおける御自身が、私達の心の食べ物であることを示すために、
パン（種なしパン）を選びました。ちょうど普通の食べ物が私達の身体に力を与え
るように、イエスは私達の心に霊的な活力を与え、それにより私達は日常生活を乗
り切っていけるのです。　

　　イエスは私達に親しくしてくださいます。私達が日々、人生の旅路を歩むうえ
で、イエスは共に歩き、助けてくれる友達です。

　　そんなイエスの食卓に招かれている私達は、まことに、幸いなのです。

注：　親しみ、友人を意味する英語「コンパニオンcompanion」は、com = with,
pan = bread, の２語より造語されており、「共にパンまたは食べ物を食べる」意味
からきています。
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2008年6月1日　年間第９主日

　今日の聖書朗読の中でのキーワードは「岩」です。イエスは今日の建築において
もなおあてはまるたとえ話をしています。例えば、東京は昔は湿地帯でありまし
た。建物を建てる時には、深い所にしっかりとした基礎を築くことが大切です。岩
盤層まで掘り起こして基礎を築くことができれば最善です。もし基礎が弱ければ、
地震や洪水で建物は崩壊してしまいます。

　私達人間も、私達の日常を築くためにしっかりとした基礎、岩盤の上の基礎を必
要としています。

　イエスは、イエス御自身の言葉がそのような基礎になる、とおっしゃっていま
す。イエスの言葉（あるいは教え）は、一言でいえば、「神は愛である」というこ
とです。私達だれもが、私の優しい父である神は、私を愛してくださる、と言うこ
とができます。その愛は無条件の愛であり、ありのままの私を愛してくださるので
す。

　もし私達が人生の嵐、地震、洪水とでもいうべき事態に遭遇した時に、この言葉
を思い出しましょう。苦痛、孤独、悲しみ、裏切りなどに苦しんでいる時に、私達
の人生の基礎「神は私を愛している」にしがみつきましょう。

詩篇３１章を通して読んでみましょう。この詩篇を書いた人はとても切ない人で
す。彼は自分の「岩」である神に泣き叫んでいます。生々しく詳細に、彼はその苦
しみを神の前にさらけだし祈っています。そして１５節では「神様、私は私の人生
をあなたの御手にゆだねます。」と言っています。

　神は愛です。アッバ、私の優しい父である神よ、あなたは私を個人的に愛してく
ださり、心にかけてくださいます。どうかその愛を、私の全人生の盤石不動の基礎
とさせてください。

「神は愛である」　この事実は私達を自由にしてくれ、日々の暮らしを味わい深い
ものにしてくれます。喜びと熱意がわいてきます。やってみましょう。

　ゆっくりと、祈りの心を持って詩篇３１章を読んでみましょう。

2008年6月8日　年間第10主日　Ａ年

　皆さん、聖書の中で、どれほどたびたび食事の場面が出てくるかご存知ですか？
　新約・旧約聖書ともに、これは「宴のテーマ」と言われており、とても深い象徴
的な意味があります。　例えば、旧約では、万軍の主が山の上で宴を調え（イザヤ
25章6節）、主は私のために食事を調え(詩篇23章5節)、新約ではイエスは、ザアカ
イと、マタイと、またエマオへと向かう二人の弟子と共に食卓につき、さらに、
最後の晩餐、カナの婚礼、パンと魚を増やした逸話など、枚挙にいとまがありませ
ん。



ケンズ神父の説教

- 15 -

　イエスの有名なたとえ話に、放蕩息子に対して父が祝宴をはる話があります。こ
の話の深い象徴的な意味は、食事の時、家族がくつろいでお互い仲間であることを
楽しむ(同じ釜の飯を食う）ということです。これは神と私達一人ひとりの関係、あ
たたかくうちとけた親しい間柄の象徴です。

　5月30日の読売新聞に「日本人と宗教」についての調査結果が出ていました。日本
人の72％は無宗教、43％は宗教は「怖れ」を使っていると感じている、とのことで
す。ならば、イエスの本当の、真実の教えとはいったい何でしょうか。

　イエスはマタイを呼んだように、私達を呼んでいます。その呼びかけに応じるの
も、無視するのも私達の自由です。（マタイ19章では、金持ちの若者に拒まれてな
お彼を愛すイエスの話が出てきます。）　今日の聖書朗読の中で、イエスは、「マ
タイ、来て私に従いなさい」と言い、マタイは立ち上がってイエスに従いました。
そののち、イエスはマタイの家で食事をします。この「食事」とは、偶然の描写で
はなく、聖書の中で核心的な意味を持っています。イエスは、マタイを、あたたか
くくつろいだ親しい関係に招いたのです。

　私達も、同じようにイエスに招かれています。聖書は常に、「永遠の現在形」で
書かれています。私達も、神との気さくでくつろいだ、暖かな関係に招かれていま
す。これこそが私達の信じる宗教の根幹、イエスの道なのです。ですから「怖れ」
などあなたの心の中から追い出してしまいましょう！

　私達は祈りによってこの暖かい関係を育てていきます。アヴィラの聖テレジアは
「祈りとは私達を愛してくださる親しいイエス様との心と心の会話です。」と言っ
ています。さあ、やってみましょう。神様の暖かさを味わいましょう

2008年6月15日　年間第11主日　Ａ年

今日の出エジプト記ではモーゼが神に会うために山に登り、神と話す場面が出てき
ます。　出エジプト記３３章１１節では、「人が友達に語るように、主はモーゼと
顔を合わせて話された。」とあります。

しかしモーゼは例外でした。　その時代、ほとんどの人々は神をおそれ、神にあま
り近づかない方が良いと考えていました。　そこで神は、優しくまた人間の弱さを
よくわかってくださっているという神の本当の心を伝える為に御子イエスを私達
に遣わせたのです。　神は私達人間と暖かい関係を結びたいと望んでおられるので
す。

この神の暖かい心はイエスの教え（たとえば放蕩息子を歓迎する寛大な父）だけで
なく、イエスご自身の人間性そのものにもよく表れています。　イエスは人々の心
にとても敏感でした。　イエスは人々の苦しみを共に感じることができたのです。
　今日の福音で、イエスは様々な事で傷つき、弱り果て、打ちひしがれている群衆
を見ました。　福音には、'イエスは彼らに対して深く憐れまれた。'とあります。
　英語の同情とは文字通り、人々と共に苦しむ、という意味です。　イエスは、こ
の世にいらした時も、そして天に昇られた今も、私達一人一人に対して深い憐みの
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心を持ってくださっています。今日の福音でイエスは弟子たちを名前で呼んでいた
ように、私達一人一人を名前で呼んでくださいます。　私達一人一人をよく知って
おられ、神にとって私達は単なる大衆のうちの一人ではありません。

今日もイエスは私達のストレス、心の傷、心配事や憂うつ、孤独など私達人間の弱
さを見てくださっています。　イエスは私達が裏切り、ひどい言葉や扱いに傷つい
ていることを知っておられます。　私達と共に苦しんでくださいます。　イエスは
本当の人間になられたので、私達と共にこのような苦痛も経験されました。　それ
ゆえ、私達はイエスに安心して近づくことができます。

さあ、祈りの山に登り、イエスに会って心のすべてをイエスにさらけ出しましょ
う。　イエスは「重荷を負っている者は、私のもとに来なさい。」とおっしゃって
います。

そして私達は堅固なものの上に降り立ちましょう。　今週、毎日少なくとも５分は
静かな雰囲気の中で神とのふれあいを持ちましょう。　自分自身の言葉で、あるい
はもう言葉も無しで、ただ神の憐みを味わってみましょう。

2008年6月29日　聖ペトロ　聖パウロ使徒

　聖パウロの生誕２０００年を記念して、今年の６月２８日から来年の６月２９日
まで、私達は「聖パウロ年」をお祝いします。

　聖パウロは、「力」や「強さ」という言葉を、私達が普通使っている意味とほと
んど逆と言っても良いほど、非常に特別な意味で使っていました。　その一つの例
として、今日の聖書朗読(２テモテ４章１７節)では、「主は私のそばにいて、力づ
けてくださいました。」とあります。　また第二コリント人への手紙(１２章９節)
ではイエスはパウロに「あなたが弱っている時こそ、(あなたに与えられる)私の力
は最も強くなる。」と言っており、これをパウロは自分自身(そして私達)に、「だ
からこそ、私が弱っている時こそ、私は強くなる。」と同１０節で結んでいます。

　ここでイエスとともに歩んでいく第一歩を踏み出してみましょう。　まず、私達
は自分が自給自足の、完全に自立した存在ではないこと、心安らかで満ち足りた
日々を送るためには私達自分自身の力だけでは力不足であること、このようなこと
を認めることが必要なのです。　私達人間は、はかない、頼りない存在です。　私
達は、(聖書的な意味で)「弱い」のです。　言い換えれば、私達は神の力に頼って
いるのです。　神に頼らなければならないことを認めましょう。　はかない、不完
全な人間にとって、神への依存は健全なものなのです。

　今日の聖書朗読(２テモテ４章６�１８節)で、パウロは収監され、死に直面して
いました。　パウロは当時ギリシアで行われていたオリンピア競技のイメージを
使って説いています。　自分自身の人生を振り返り、「私はレスリング競技をよ
く闘い、マラソンのコースを走り切り、そして今イエスから、朽ちてしまう月桂冠
ではなく、栄光の冠をいただきたいと思っています。」　あなたは人生を終える時
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に、このように言えるようになっていたいとは思いませんか？　わたくしは実にそ
う思います。

　さあ、パウロのように人間のはかなさ、人間であるからこその弱さを認め、私達
に力、強さ、助け、勇気を与えてくださるイエスに助けを乞いましょう。

　私達誰もが、聖パウロと同じように、「主は私のそばにいて、力づけてください
ます。」と言うことができるのです。　ゆっくりと、静かにこの言葉をかみしめて
みましょう。　私達の一日を、そして実に一生にわたって、励ましてくれる言葉で
す。

2008年7月6日　第14主日

今日も聖書を通して、
「疲れた者、重荷をになって苦しむ者、わたしのところへ来なさい。休ませてあげ
よう。」と、
イエスは生きている声で私達に呼びかけています。
これは、イエスご自身からの、私達への「祈り」の招待です。　それでは「祈り」
とは何でしょうか？
簡単に言えば祈りとは親しい友人同士の会話です。イエスは「あなたは私の友であ
る」とおっしゃいました。
聖オーガスチンは友人としてのイエスを、「私のことをすべてわかっていてくだ
さっていて、それでもあるがままの私をうけいれてくださる方」と表現していま
す。イエスはこの「友人」という言葉を使うとき、聖書でどのように使われていた
かを熟知したうえで使っています。聖書にあらわれる「友人」をみてみると、シラ
書6-14では、
「信義に厚い友人は安心できる避難場所、そのような場所をひとつでも持っている
ものはまたとない宝を得たも同然」
「信義に厚い友人は値がつかないほど貴重であり、その友情の価値ははかりしれな
い」
「信義に厚い友人は命をあたえてくれる薬。神を崇める者はそのような友人を持
つ」
米ミシガン州サギノー司教であったケン・アンティーナ司教（2004年没）は、「小
さな本」（白本、青本、黒本）と名付けた本を書きました。その本では、短い聖書
の一節が掲げられ、読み手はその内容について6分間イエスと話しあってみるよう促
されています。（祈りの中で「話す」とは、静かな環境で、自分自身の言葉を使っ
て、友人であるイエスに、お互いの存在を味あうことをいいます。）　6分間の祈り
をやってみましょう。
現在の忙しい世の中では、私達はみな疲れ果て、私達はみなそれぞれの種類の心の
重荷をせおっているのです。あるがままの姿で、イエスのところへ行ってみましょ
う。私達はイエスから招かれているのです。イエスは「休息」と「安らぎ」を約束
してくださいました。
私達はまた、毎日ひっぱるべき重い「人生のクビキ」を首にかけられています。こ
れを、自分自身だけがひっぱるものでなく、イエスとともに引っ張る二頭立てのも
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のにしましょう。そうすることにより、とても軽く、容易にひっぱることができる
ようになるのです。

2008年7月13日 年間第１５主日(Ａ年) ディン神父

　私の父はカトリック、母はプロテスタントで同じではありませんが、ある時父が
母をカトリック教会のミサに連れて行きそこで母は数人の神父様を見て感銘を受
け、将来、男の子を授かったらこの神父様たちのような人にしてくださいと願った
そうです。私の兄弟は、祖母（父の母）の計らいで皆カトリック信者になっていま
すが、私はこの祖母に連れられ５,６歳のころから毎日教会に行きミサに与り、小教
区の神父様を見て８歳の時、自分もあのようになりたいと思いました。　高校の最
後の学年の時そのことをもう一度考えてみました。初聖体の時から堅信の時まで小
教区はドミニコ会の同じ神父様がつとめていましたが、とても親切で、貧しい人々
や困っている人々を度々訪問し、彼らの悩みを聴いている姿を見て、私も司祭にな
ろうと思ったのです。
　私の歩んできた道を振り返ると、母の祈りに始まって、祖母の導き、小教区の神
父様の模範、そして神学校に入ってからも恩人の方々、ケンズ神父様、保土ヶ谷教
会の皆さんのお祈りと援助、また、神の愛がなければ、司祭叙階の恵みを受けるこ
とはできなかったと思います。私の為に多くの方々が祈ったり、援助してくださっ
たことにとても感謝しています。
　今日の福音(マタイ１３章１-１３節）で、イエスは種を蒔く人のたとえを用いて
群衆に語っています。種を蒔く人は自由に種を蒔いたので、種は良い土地だけでな
く、道端や石だらけで土の少ない所、茨の間にも落ちました。私達はこのたとえで
土壌と結果の関係をはっきり見ることができます。
① ある種は道端に落ち、鳥に食べられた。
② ある種は、石だらけで土の少ない所に落ち、芽を出したが、根がないために太陽
を浴びて枯れてしまった。
③ ある種は茨の間におち、茨の精で成長できなかった。
④ 他の種は良い土地に落ち、芽を出し、成長し、実を結んであるものは１００倍、
あるものは６０倍、あるものは３０倍にもなった。
　イエスのこのたとえは福音宣教活動における最初のたとえであると言われていま
す。このたとえを通して、イエスは群衆に憐み深い神の愛を示しておられます。イ
エスのもたらされる神のみ国の福音はすべての人々のためであり、人々に喜びと愛
と救いをもたらすものです。どんな人であり、どんな国籍であり、どんな身分であ
るかにかかわらず、神はすべての人に喜び、愛、救いを分かち合ってくださるので
す。
　神は先に私達を愛してくださいます。その神の愛を私達がどのように受け取るの
か、神は私達それぞれに任せておられます。今日の福音を通して、日々の生活の中
で小さな出来事にも神の愛を見いだし、困っている友人を助け、彼らと共感するこ
とができるよう神に願いましょう。そうすることで私達は神の愛を人々に示すこと
ができるのです。
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2008年7月20日 年間第１５主日(Ａ年)　宮内神学生

福音：マタイ13：24�43、13：24�30
第一：知恵12：13、16�19
第二：ローマ8：26�27
私たちはそれぞれ、色々なグループ、集団、共同体に属して生きています。そして
その中には必ずと言っていい程、苦手な人や好きになれない人、一緒にいることが
苦痛になるような人がいるものです。そのような人の存在は、私たちにとって「毒
麦」のようであると言えるのではないでしょうか。そして、私たちは、その人さえ
いなければ、あるいはその人が変わってくれさえすれば、自分にとっても他の人に
とっても、もっと良いのに、と考えてしまいがちです。
しかし、もし私たちが、そのような人を何らかの形でそのグループや集団から除こ
うとしたり、その人を変えてしまおうとしてしまうならば、それは神様の御心で
はありません。たとえ自分にとって「毒麦」のように思える人であっても、神様に
とってその人はその人のままで大事な存在なのです。
また、その人が「毒麦」に思えるのは、その人の問題ではなくて、私たち自身の問
題である可能性もあります。私たちがその人のいい面を見ていないだけなのかもし
れません。
さらに言えば、人間は常に成長し、変化していく可能性を持っているのですから、
万が一、その人が本当に「毒麦のような人」であったとしても、神様の恵みによっ
て変えられる可能性もあるわけです。
仮に、そのグループを良くしようと思って実際にその人を取り除こうとしたり、あ
るいはその人を私たちの思うように変えようとして努力してみても、かえって自分
自身や、グループ内の他のメンバーに悪い影響が起こるかもしれないと思います。
なぜなら、人間同士はつながっているからです。
しかし、無理をして、その人と付き合っていく必要もないでしょう。福音にあるよ
うに「刈り入れまで育つままにしてお」けばよいのだと思います。もちろん、現実
はもっと難しく、もっと切実であることは確かです。それでも神様は、その人が除
かれたり、無理に変えられたりすることをお望みにはならないと思います。
ところで、私たちは自分自身の中、特に自分の性格の中にも「毒麦」があるよう
に、考えているのではないでしょうか。たとえば、これが無ければ自分はもっとい
い人間になるのにとか、これがあるから自分は人との関係がうまくいかない、など
と私たちはしばしば自分自身のことで悩んでしまいます。
しかし、そういう自分の中の「毒麦」に思える部分を刈り取ったり、無くそうとす
ることもやはり神様の御心ではないと思います。もちろん努力によって、ある程度
改善できる場合もあるでしょうし、改善する努力は必要かもしれません。でも、そ
ういう部分を完全に無くすことは出来ないのです。本当に無くそうとするならば、
それは自分を壊すことにもなりかねなません。なぜなら、そのような部分も私たち
の一部だからです。
もし、そういう部分を完全に変えることが出来るとすれば、それは神様のお恵みに
よる場合だけだと思います。むしろ、そうした「毒麦」のような部分こそが自分の
力、自分の強さへと変えられていくのではないでしょうか。
　今日の第一朗読で言われていたように、神様は本当に寛容な方です。そして、私
たち一人ひとりに回心の恵みを豊かに与えてくださる方です。だからこそ「毒麦」
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も育つままにしておかれるのです。そして、何でもお出来になる神様は、「毒麦」
を良い麦に変えてしまうことさえもお出来になるのだと思います。
　聖パウロの勧めに従い、聖霊の働きに信頼して、私たちの心を変えていただく恵
みを、神様が与えてくださるように、ご一緒に祈り求めていましょう。

2008年７月27日　第17主日（A年）

　もしイエスが現れ、かつて神がソロモン王に言ったように「何でも欲しいものを
言いなさい。それをあなたにあげよう。」と言われたら何と答えますか？　祈りの
中で、私はイエスのそんな質問を想像してみました。　そうすると、このようなこ
とが起きました。　最初は私は健康を望んだのですが、それから心の奥底から何か
がわき上がってきたのです。　健康より大切なものがある、そう、私は神に自分
が神をよりよくわかることができるように、自分がもっと神を信頼できるようにと
願ったのです。（この時、確かに「聖霊」が作用していたのでしょう。　でなけれ
ば、直接的な願いに留まっていたはずです。）
　神がソロモン王に問われた質問は今日も私達一人一人に繰り返されています。
　この問いは私達にとって、むしろ挑戦であって、私が思うところでは私の人生に
おいてもっとも大事なものです。
　神はその恩恵により、私達一人一人を神がどれほど本当に真実に愛してくださっ
ているかを教えてくださいます。これは本当にすばらしい、高価な真珠のような宝
なのです。　私達は、この素晴らしい宝を得るために、すべてを優先する覚悟がで
きているでしょうか？
　神だけが、私達の心の深いところにある願望を満たしてくださいます。　物質は
私達をそう長くは満たしてくれません！　私達は常に更に次々と望むのです。
「神よ、あなたは私達をあなたのためにおつくりなりました。ですから私達の心は
あなたのもとで初めて落ち着くことができるのです。」（聖アウグスチヌス）

2008年8月3日　第18主日 (A年)

　私達人間は私達自身の体である「肉」は見たり触ったりすることはできますが、
自分の魂や精神、心といったものは、触ることも見ることもできません。私達の体
は容易に飢えたり渇いたりしますが、これは食べたり飲んだりすることで簡単にい
やすことが出来ます。けれども私達の魂や精神が感じる飢えや渇きに対してはしば
しば無関心であったり、むしろ抑圧したりするのです。では、これらの飢えや渇き
はどのようにすれば満たされるのでしょうか。
　若き日の聖アウグスチヌスは母親の信仰を拒絶し、快楽、金儲け、自分自身の名
誉を追い求める日々をおくりました。ある時彼は演説の仕方を学ぶために、ミラノ
のアンブローズ司教の説教を聴きに行きました。しかし聖アウグスチヌスはアンブ
ローズ司教の説教の核心に触れ、彼の心は大きく揺さぶられたのです。人の心の欲
求の全てを満たすものは、神以外にない、ということに気がついたのです。３３歳
にして彼は洗礼を受けました。彼はこのように書いています。
「主神よ、あなたは私達人間の心ををあなたに向う者としておつくりになりまし
た。ですから私達の心はあなたのうちに憩うまで安らぎを得ることが出来ないので
す。」
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　しかし、それではここでいう「神」とは何でしょうか？　どのような方なので
しょうか？　人間としてのイエスの中に、私達は神の心を見ることができます。今
日の福音を見てみましょう。イエスのいとこであり友人である洗者ヨハネは殺害さ
れました。イエスはこの死を深く悼みました。神は私達の悲しみをわかってくださ
います。神ご自身も人間として、人間の悲しみを経験なさっているからです。そし
てイエスは群集を見て、「深く憐れまれた」のです。イエスは人々の心の飢えと渇
きがよくわかったのです。この「深く憐れむ」という動詞は、ギリシア語では「ス
プランキニゾマイ」というのですが、とても強い感情を表す動詞で、イエスは９度
使っています。
　これは深い内なる衝動、震度７級の感動、愛の洪水を意味します。この神のとて
つもなく深い、私達への愛情こそが、私達人間の心の渇きを癒してくれるものなの
です。
聖アウグスチヌスのように、神の中で安らぎましょう。神からの、心のための祝宴
への誘いに、応えましょう。

2008年9月14日　十字架称賛（A年）

　今日はイエスが私たちのために十字架上で死んだことを思いおこし、そのことに
感謝する日です。
　1941年、ナチスのアウシュヴィッツ強制収容所から一人の囚人が脱走しました。
　脱走に対する罰として脱走者の班から10名が選ばれ、死刑が命じられました。
　その10名のうちの一人、フランツィシェク・ガヨウィニチェクは、「かわいそう
な私の妻と子よ！」と叫びました。　その時、ポーランド人神父マキシミリアン・
コルベは一歩前に出て、「私を彼の身代わりになりましょう」と言ったのです。
　何という英雄的な行動、なんと深い愛でしょう。
　この生きながらえた父親は、その後の全人生を通してコルベ神父に感謝し続けま
した。
　しかし、私たち一人一人も、同じ経験をしているのです。　イエスは私たちのた
めに十字架上で死にました。　神であるイエスはこんなにまで、私たちを愛してく
ださるのです。
　あなたが持っている十字架を見て、「イエス様、ありがとうございます」と言っ
てみましょう。
　イエスは私たち一人一人に「私はあなたと共にいる」とおっしゃっています。
　もし、イエスが私たちと同じように、体の痛みや裏切り・いじめ・屈辱・拒絶・
虚無などの心の痛みを味わっていなかったとしたら「私はあなたと共にいる」とは
言えなかったでしょう。
しかしイエスは実際に人間の苦しみを体験されよくご存じですから私たちが苦しい
時にはそばにいて、助けと勇気、慰めを与えてくださいます。
　イエスの十字架上の苦しみとどう向き合うかについて、私は、お医者様の大島先
生という方に大きな影響をうけています。　和歌山県の小さな村(龍神)で私は27歳
の若い神父でした。　篤い信仰を持った大島先生は癌に冒され、畳の部屋で布団に
くるまり、いまわの際でした。　胃癌の痛みは強烈でしたが、先生は十字架を握り
しめ、「イエス様、あなたは私とともにおられます」と祈っておられました。
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　大島先生は痛みに直面していましたが、それよりも重要なことは、彼には心の平
和があったことです。
　十字架上のイエスの苦しみは、私たちの慰めです。　そしてイエスの死からの復
活は私たちの希望です。

2008年9月21日　　年間第25主日　 (A年)

今日、保土ヶ谷教会のミサでは、敬老の日を祝いました。
ヘルマン・ホイヴルス神父の"老いての祈り"をご紹介しましょう。
　　　最上のわざ
この世の最上のわざは何？
楽しい心で年をとり、働きたいけれども休み、
しゃべりたいけれども黙り、失望しそうな時に希望し、
従順に、平静に、おのれの十字架をになう。
若者が元気いっぱいで神の道を歩むのを見てもねたまず、
人のために働くよりも、謙虚に人の世話になり、
弱って、もはや人の為に役立たずとも、
親切で柔和であること、
老いの重荷は神の賜物。
古びた心に、これで最後のみがきをかける。
まことの故郷へ行くために。
おのれをこの世に、つなぐくさりを
少しずつはずしていくのは、真にえらい仕事。
こうして何もできなくなれば、それを謙遜に承諾するのだ。
神は最後に一番良い仕事を残してくださる。
「それは祈りだ」
手は何もできない。
けれども、最後まで合掌できる。
愛するすべての人の上に、神の恵みを求めるために。
すべてをなし終えたら、臨終に神の声を聞くだろう。
「来よ、わが友よ、われ　なんじを見捨てじ」と。
ヘルマン・ホイヴルス
「人生の秋に」より

2008年9月28日　　年間第26主日　 (A年)

　私たちはよく次の聖歌(３９０番)を日本語で歌います。
　「キリストのように考え、キリストのように話し、キリストのように行い、キリ
ストのように愛そう。」
　この聖歌は今日の第二朗読の内容を要約しています。　最後の晩餐の時にイエス
は言いました。「私があなたがたにした通りに、あなたがたもするようにと、手本
を示したのである。」(ヨハネ 13:15）　　聖ペトロはその手紙の中で「キリストは
私たちが彼の足跡をたどれるように手本を残してくださった。」と言っています。
(1ペテロ 2：21）
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　今日を生きる私たちにとって、「キリストのように考え」とはどのような意味で
しょうか。　イエスの思考において常に主題にあったことは、最後の瞬間に至るま
でイエスが生涯にわたって祈っていた詩篇３１節に集約されています。「父よ、私
のすべてをあなたの御手にゆだねます。」これは私たちにとっても、神への信頼の
祈りです。
　「キリストのように話し」　説教を通して、イエスは平和、勇気、励まし、そし
て許しを与えてきました。イエスはザアカイに語りかけ、人生の意味について話し
ました。 私たちは言葉を使って、人々の平和の道具になっているでしょうか。　私
たちは、心から本当に「ありがとう」と言っているでしょうか。
　「キリストのように行い」　イエスがゲッセマネの園で捕えられた時、イエスは
無私公正に、思慮深く行動しました。　彼は捕吏に「君たちは私を捕えたのだか
ら、他の弟子たちは自由にしてください。」と言ったのです。　それまで３年にわ
たりイエスはペトロとともにパレスチナの地を歩いてきました。　ペテロはたびた
び非常に衝動的にふるまい、また時として自己中心的でもありました。　そんなペ
テロをイエスは我慢していますが、信仰の弱いペテロはイエスのことを知っている
にもかかわらず３回も否定してしまいます。　しかしイエスはいつもあるがままの
ペテロを受け入れています。　わたしたちは、他の人々をあるがまま受け入れてい
るでしょうか。
　「キリストのように愛そう」　イエスは友人である私たちのために、その命をさ
さげました。　私たちは、その人生の一部でも、他人のためにささげているでしょ
うか。　他人のために自分の時間を使うでしょうか。　真に、人の言っていること
に耳を傾けているでしょうか。　自分の都合が悪くても、他人にあわせることがあ
るでしょうか。
　キリストのように考え、話し、行い、愛するということは、キリストをさらによ
く知るということです。　そのためにも聖書を読み、それを通し神を友人として祈
り、聖 体拝領を通して神と一体化することが大切です。

2008年10月5日　　年間第27主日　 (A年)

　日本には、詩篇１３９章１８節から題をとった聖歌「神のはからいは限りなく、
生涯わたしはその中に生きる」（典礼聖歌53番）があります。
　今日を生きる私たちの課題として、「神が私たちにしてくださっていることを本
当に理解し、その愛を価値あるものと認め、神に感謝しているか」ということがあ
ります。
　今日の第一朗読と福音のなかで、ブドウ畑の持ち主のたとえ話がありました。主
人はブドウ畑を作りましたがそれは大変な仕事でした。畑を耕し、肥料を施し、石
を取り除いて見張りのやぐらを立て、搾り機を作って小作人に貸し与えました。小
作人はそれを当り前と考え、まったく感謝しませんでした。それどころか彼らは貸
し与えられたものを自分たちのものとして考えるようになり、自分たちだけのため
にそれらを使い始めたのです。
　創造主である私たちの神は、私たちの心の中に美しいブドウ畑をつくるために相
当の努力をなさいました。神は私たちに命、家族、友人をお与えになりました。神
は私たちそれぞれに特別な才能をお与えになりました。私たちの人生を通して、神
は私たちを守ってくださる一方、大いなる自由もお与えになりました。
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　神が私たちのためになさったこと、また今もしてくださっていることすべて、私
たちは正しく認識し、感謝しているでしょうか。あるいは、私たちは「すっぱい葡
萄を実らせている」にすぎないのでしょうか。
　ここで、お祈りの方法をひとつご紹介いたします。こころを静め、そして神に助
けを求めましょう。一番若い時の記憶から自分に訪れた幸せな出来事を思い起こし
てみましょう。それは家族の中であったり、学校での出来事だったり、いろいろで
しょう。青春時代や大人になってからの時代、それぞれ経験した素晴らしいことを
静かに思い出してみましょう。そしてそれぞれ一つずつについて、神に感謝しま
しょう。その時々において、それらは些細なできごとでしたが、自分に影響を与え
ているのです。「普通の」できごとは、宗教的なできごとでもあったのです。この
祈りの方法、「回顧の祈り」では良いことのみ思い出すのです。そしてそれを神に
感謝するのです。感謝のあと、私たちは神に祝福を求めるのです。（今日の使徒パ
ウロのフィリピの教会への手紙に書かれているようにです。）
まことに、「神のはからいは限りなく、生涯わたしはその中に生きる」のです。　

2008年10月12日　　年間第28主日　 (A年)

　　　　　　　　　　　　　　ペトロ岐部
　今日の聖書朗読のテーマは「宴会」でした。聖書では「宴会」は神の暖かい交わ
りの象徴です。
　今日はイエスと温かい交わりを持った一人の日本人についてお話したいと思いま
す。彼の名前はペトロ岐部、11月24日長崎で列福される188人の日本人のうちの一人
です。北京オリンピックのマラソン勝者のケニヤ選手サミュエル・ワジルは、日本
で過ごした６年で、「我慢することを学んだ」と言いました。我慢、すなわち禁欲
的な自制は日本独特のものです。新約聖書では、「忍耐」（ギリシア語ではヒュー
ポモン）が45回も使われています。この言葉は穏やかな言葉で、しばしば命、喜
び、希望といった言葉とともに使われます。これらは神があたえてくれる賜物、そ
れによって私たちが喜んで耐え忍ぶ勇気を与えられるのです。
　ペトロ岐部は私たちの励みとなる良い例です。1587年瀬戸内海に面した大分の浦
部に生まれ、幼少のころから海と舟に親しんでいました。この年は秀吉が最初のキ
リシタン弾圧に乗り出した年でもありました。13歳でペトロ岐部は神学校に入りま
したが卒業することはありませんでした。27歳の時に、彼は再び司祭になりたいと
いう強い希望を持ち、マカオへ旅立ち、そしてインドのゴアに至りました。彼は受
け入れられませんでしたが、迫害にあう故国の兄弟姉妹を助けるために、司祭にな
りたいという強い希望は変わりませんでした。
　ここからは、キリスト信者の忍耐の好例です。ペトロ岐部はゴアから３年の年月
をかけ、約５千キロの道を歩いてイエルサレムへ行ったのです。昔も今も危険な場
所であるインド、パキスタン、イラク、イラン、ヨルダンの山や砂漠を旅しまし
た。イスラエルで(おそらく、日本人としては初めての巡礼者でしょう)彼はイエス
の道のりを歩みました。彼は長い旅の間を通して決して一人ぼっちではありません
でした。イエスの言葉「恐れるな、私はあなたと共にいる」がペトロ岐部にとって
大変意味のある言葉だったのです。
　彼はイエルサレムからローマへ行き、イエズス会の本部を訪れ、イエズス会士と
なり神父になりたいと請願したのです。忍耐の人である、円熟したペトロ岐部に、
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イエズス会幹部も感銘を受けたのでしょう、わずか半年のうちにその両方とも現実
のものとなりました。このときペトロ岐部は33歳でした。
　その後、彼は船で日本に戻ります。リスボンから喜望峰をまわり、モザンビー
ク、ゴア、マラッカ、アユタヤ、マカオ、マニラと渡り、その間、三度も難破して
います。
　マニラで彼は小さな古いボートを買い、もう一人の仲間とともに鹿児島に向けて
出発します。「神から送られてくる風を頼りに、私たちは帆を張りました。私は兄
弟姉妹の魂の救済のために、帰国します。」と彼は書いています。
　帰国後彼は岩手県の水沢で９年布教活動を行いました。そして友人に裏切られ、
尋問と拷問のために江戸に送られました。棄教を拒んだため死刑を言い渡され、穴
の中で逆さ吊りの刑を受け死にました。かような、堅忍剛毅、忍耐節制は神の賜物
としか考えられません。
　ペトロ岐部は100％日本人であり、100％キリスト教徒でありました。私たちもイ
エスに忍耐の賜物を乞いましょう。神は私たちを強めるためにおられるのです。神
を信じ私たちの帆を掲げ人生の航海に乗り出しましょう。
　イエスは言っておられます。「あなたは裏切られるでしょう．．．しかしあなた
は髪の毛一本も失なわない．．．忍耐によりあなたは命を得る。」（ルカ21）
　

2008年10月19日　　年間第29主日　 (A年)

　聖書にはユダヤの人々が徐々に真の神を知るようになっていったことが描かれて
います。　どの国にもそれぞれ自分達の神がいる、というのが３千年前の考え方で
した。　エジプトで奴隷とされていた時には、エジプトのラー神が彼らの神より強
く見えました！　奴隷から開放されると、神とは、自分達を解放してくれた神であ
ると思いました。　荒れ野において、神は彼らを助けてくれたのです。　しかし、
カナンの地に入るとバアル神、そしてバビロンにおいてはマードック神を崇拝した
くなりました。 しかし彼らの神についてのイメージはだんだんハッキリしてきたの
です。　今日の第一朗読は旧約聖書の中でも少し変わっています。　真の神がバビ
ロンの異教の王シラスを平和と解放の使徒として用いたのです。　言い換えれば、
唯一の、至高の神が存在していたということです。
　そして最終的に、私達に神とは何かハッキリ示すために、神はイエスという人間
になりました。　神は、「おとうちゃん」、父であり、私達は皆その愛する子供
たちなのです。　神は私達ひとりひとりを、それぞれの名前で呼んでくださるので
す。 私達がイエスの優しい、親切な心を見るとき、同時に私達は真の神の優しく親
切な心をみるのです。
　私が子供だった時、神のイメージは良いものでしたが、子供っぽいものでした。
　若者になり、そのイメージは変わり、さらに大人になって変わりました。　さら
に、３０代、４０代、５０代、６０代、７０代と年をとるにつれ、私の神に対する
イメージは変わり続けました。 　このまま変わり続けることを望み、祈っていま
す。 変わるということは、違ったものになる、ということではありません。　変わ
る、とは私の神に対するイメージがより深く、親しく、愛情深いものになる、とい
うことなのです。　聖パウロはコリント人への第一の手紙（13：11）で「私が幼子
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だった頃は幼子らしく考えましたが、今や大人なので大人として考えます」と言っ
ています。
　私達が神をどのようにイメージするかということは、私達の日常の暮らしと祈り
にとって大事なことです。　もし私達の神が厳格な、罰するような神であれば、私
達の祈りは恐怖に満ち、私達の日々の暮らしも恐れに満ちたものになるでしょう。
　もし神が優しい、愛情に満ち、いつでも私達を歓迎してくれる寛容な「おとう
ちゃん」であれば、私達の人生は喜び、希望、愛に満ちたものになるのです。
　生きている声で、「おとうちゃん」は言います。
　「あなたは、私の子だ。私はあなたを、名前で呼ぶ。」
　今日は宣教の主日です。神の優しさを他の人々と分かち合いましょう。
追伸：福音では「良いキリスト教徒は、同時に良い市民でなければならない」と
言っています。
　

2008年10月26日　　年間第30主日　 (A年)

　自分自身にこのような質問をしてみましょう。　「自分の心、魂、感情のすべて
で、神を愛しているか？　それとも、８０％だけ？いや５０％？１０％？　あるい
は、特に 平日などには、神のことなどまったく忘れてしまっていないだろうか？」
　　イエスは、「あなたの隣人を自分のように愛しなさい。」とおっしゃっていま
す。
　さて、「私は自分自身のことを愛しているだろうか？」と自問してみましょう。
　もし私が自分自身のことを愛していないならば（イエスの先の言葉と釣り合う意
味で）、私は隣人や神を愛せないということになります。もし自分の心が自己嫌悪
や他人との比較、憤怒や不寛容で落ち着いていなかったり、沈んでいたら、隣人や
神を愛することなどできません。
　いばらの道を歩む自分を愛するには、神はありのままの自分を愛してくださる、
ということをキチンとわかることがとても重要です。
　神はありのままの私を愛してくださいます。その愛は無条件です。神は、私のた
くさんの欠点にもかからわず愛してくださるのではなくたくさんの欠点があるから
こそ愛してくださるのです。　だからこそ、神はその子イエスを我々に遣わしてく
ださったのです。
　私が見聞きした、最も美しく、健康的かつ霊的な運動に次のようなものがありま
す。
　インドの伝統社会には、なお3,500年続いたカースト制度が残っており、そのカー
ストの最底辺はハラジンという人々です。　ハラジンの指導者はキリスト教に影響
されて、同じハラジンの人々に次のことをさせました。自分自身を鏡に写します。
自分の心の中、真の自分自身を直視するためです。そして、次の祈りを神にささげ
ます。「神よ、このような、ありのままの私をあなたは、優しく深く愛してくださ
います。」
　私達もこのように祈ってみましょう。　この祈りを通して自分自身と隣人、そし
てあなたの神をより深く愛するようになるでしょう。　
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2008年11月2日　　死者の日　 (A年)

　今日は死者の日、カトリック教会では死者に対して祈りを捧げる特別な日です。
　旧約聖書（２マカバイ,12:45）には、「死者のために祈ることは神聖かつ健や
かな考え」とあります。　古代から続く第二奉献文では、「すべての死者に心をと
め、あなたの光の中に受け入れてください」と祈ります！　私達は、「安らかに眠
り給え」と祈るのです。
　１９８５年に日本の司教様達が書かれたパンフレットでは、キリスト教徒ではな
い私達の親族・友人のためにも祈りましょう、と呼びかけています。　十戒のうち
の第四戒律には父母への孝心というものがあります。　この孝心は両親の死後も祈
りによって続いていくものなのです。　死者への祈りは隣人愛の一部なのです。
　この死者への祈りの中で、カギとなる言葉は神の慈しみです。　この世に生きて
残っている私達が、死者のために祈る時、神の慈しみの深い意味に気づくことがで
きます。　私達が愛した者たちへ、父である神が慈しみを注いでくれるよう祈るの
です。
　同様に、感謝は死者への祈りの基礎です。　私は帰国するたびにいつも両親と祖
父母と友人の墓に行きその前に立って、「ありがとう」と言います。　祈りをもっ
と明確にするために、私はその人達との良い思い出を思い起こします。　そして私
が傷つけてしまった人に対しては、「ごめんなさい」と謝ります。　彼らはなお神
のみもとで生きているので、私は個人的に話すことができるのです。
　希望は私達の祈りのもうひとつの基盤です。　イエスは死者のうちから復活なさ
いました。　イエスは最初に復活した方であり、私達は皆彼の後に続きます。　イ
エスは死は終わりではなく、新しく、栄光に満ちた永遠の命への転換点にすぎず、
神がすべての顔から涙を拭ってくださる時（イザヤ書25章8節）であると教えてくだ
さいます。
　神のの慈しみを思い起こしながら、死者のために祈りましょう。（ルカ１５節を
読み、神の慈しみの深いことを理解しましょう）
　喜びと希望をもって祈りましょう。
　

2008年11月16日　第33主日（A年） 七五三のお祝い

　今日、私達の教会では日本の美しい伝統である七五三のお祝いをします。 マルコ
による福音書（10：13-16）にはイエスが子供たちを祝福している場面が描かれてい
ます。
　今週は聖書週間です。　聖書は神様から私達ひとりひとりへのメッセージです。
　聖書を開いたら「イエス/神はここで私に何を語りかけているのだろうか？」と考
えながら
読んでみましょう。　
先のマルコによる福音書にもどります。　イエスは一日中説教をしていました。
　とりわけイエスに反対する人たちの質問にも答えていました。　彼らはイエスを
罠にかけようとしていいたので、イエスは教えが終わるころにはすっかり疲れきっ
ていました。　そんな時、幼い子供達をイエスに祝福して欲しいと母親達がやって
きたのです。　１２人の弟子達は、「先生は今お疲れです。明日来てください。」
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と追い払おうとしました。　しかしイエスはかれらを押しとどめ、母親を迎え入
れ、こどもたちに祝福を授けました。
　さて、この場面での「神からのメッセージ」は何でしょう。　イエスは、このよ
うにも、近づきやすい存在であるということです。　イエスは私達の日々の暮らし
に関心を持っておられるです。　祈りを通して神のところに行きましょう。　神は
忙しすぎたり、疲れていたり、ということはありません。　神はいつでも両手を広
げ私達を受け入れてくださるのです。　神に私達の悲喜こもごもを伝えることは祈
りなのです。　祈りの巨匠であるアヴィラの聖テレジアは「祈りとは、私達を愛し
てくださっていると私達が知っている神様との心と心の会話です」と言っていま
す。
　不安定で競争的そして快楽優先の、今日の社会において、両親・祖父母であるこ
とは簡単ではありません。　良き、忍耐強いお母さんやお父さんでいるためには神
の助けが必要です。　その助けを神に頼みましょう。　神はいつも喜んで助けてく
ださいます。　両親の皆さん、どうぞ簡単な言葉で子供たちと共に神様にお祈りし
ましょう。　簡単な言葉で聖書を子供に読んであげましょう。
　日本の子供達と家族に神の祝福がありますように。　

2008年11月23日　王であるキリスト（A年）

今日の福音でイエスは重要な教えを示しています。　私達の死後、神は私達の一生
を精査する、とイエスは言っています。　彼は次のような質問をしています。「私
がこの世で飢えていた時に、あなたは私に食物をくれましたか？　私が渇いていた
ときに、水を恵んでくれましたか？　旅先で歓迎してくれましたか？　私が病み、
投獄されていた時に、会いに来てくれましたか？」　このようにイエスに尋ねら
れたら、「いったいいつ私がイエス様にお会いしたでしょうか？」と私達は言うで
しょう。　イエスの答えはこうです。「あなたがこのような苦しんでいる人々に親
切にするのは、それはすなわち私にしているのです。」　これは何と難しい挑戦で
しょう！
　この日本で誰が飢えているでしょう？　ホームレスを別とすれば、大きな飢えは
むしろ心の中にあると言えます。イエスはこのように言うでしょう。「あなたは暖
かい笑顔を人々に与えましたか？『よく頑張ったね』とか『ありがとう』とか、心
の寂しさを満たす言葉を人に与えていますか？」
　日本では、水は豊富にありますが、極めて多くの心が乾いています。　寂しく
悲しい思いの人々です。　そのような人々に渇きをいやす水�温かい心、明るい挨
拶、励ましの訪問や電話�をあげましたか？
　日本では、聖書でいう「旅人」は移民労働者、引っ越してきたばかりの人、ある
いは出稼ぎの人などがあてはまるでしょう。　そのような人々に私達は暖かい歓迎
の手を差し伸べているでしょうか、それとも見て見ぬふりをしているのでしょう
か。
　日本では、病院の患者さんのほかに、ストレスや鬱、依存症や心配などで参って
いる人々がいます。　イエスは尋ねます。「あなたはこのような人々に優しさや助
けを差し伸べましたか？」
　日本では、実際に牢獄に入っている人たちもいますが、寝たきりや引き籠もりと
なって外の世界から隔離されている人やいじめられている人々など、心の囚人と
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なっている人たちもいます。　私達はこのような人たちを助けているでしょうか。
　もしそうしたならば、私達は天国にて永遠の報酬を受けるでしょう。
「現代の最大の病はハンセン氏病でも、癌でも天然痘でもありません。　今日最大
の悪は寂しい人々に対する我々の無関心と冷淡なのです。」（マザー・テレサ）


